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１０月３日（土）
（（（（土）  

ハカルワカル広場にて  
または zoom によるオンライン  

参加方法  

15 年続く原発事故

講師  鴨下全生 （ まつき）さん 

 
（福島原発被害東京訴訟原告  大学生）
生     ）   

講師プロフィール  

福島県いわき市生まれ。 2011 年の福島原発事故を受けて８歳のときに家族と共に東京へ避難。

政府による避難住宅の打ち切り、追い出し裁判の中での国の主張を見聞きしながら育つ。いつま

でも原発事故を反省しない政権に失望し、１６歳の時にローマ教皇に手紙を送る。翌春、招かれ

てバチカンで教皇に謁見。更にその年の秋、来日したフランシスコ教皇に再会し、改めて原発事

故の被害と理不尽を伝えた。  

福島原発被害東京訴訟原告  大学生２３歳  原告団長の鴨下祐也さんは父親。  

 

 

１０時～１２時  

今回のお茶会は、小学 2 年生の時に原発事故にあい、東京へ避難した少年の目

から見た、原発事故のもたらす様々な被害を語っていただきます。避難生活、

とりわけ、住居を追い出され、追い出しの訴訟まで東京都に起こされた経緯な

ども語っていただきます。  

 
Zoom での参加は当日 9:30 以降ホームページからどうぞ  
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